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三十三番目の言葉 

これは三十三の窓である。 

［一面においては第三十三の書簡、 

また一面においては第三十三の言葉である］ 

 

 

 

 

 

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名にお

いて。 

われらは、外界の諸地平においても、また

彼ら自身の内奥においても、われらの徴を

示すであろう。やがて、それが真理である

ことが彼らに明らかとなるまで。あなたの

主が、万物の上に証人であるということだ

けでは、なお十分ではないのか。 
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問 

 この二つの包括的な啓示句が示す、神的必

然性と唯一性、ならびに主の属性と働きに

ついて、人間という小宇宙と、宇宙という

大宇宙とがいかなる仕方で証示しているの

かを、簡潔かつ要約的に示してほしい。な

ぜなら、否認者たちはあまりにも行き過ぎ

、「  （かれは万物

の上に全能である）」と言って、いつまで

我々はただ手を挙げているだけなのか、と

言うからである。 

答 

 すでに記された三十三の言葉のすべては、

かの啓示句の大海より汲まれ、その溢れ出

る真理の海から滴り落ちた三十三の雫にす

ぎない。それらを見れば、答えは得られる

であろう。今はただ、その大海の一滴がは

ね返す雫に触れるという形で、次のように

述べるにとどめる。 

たとえば、奇跡を示す一人の人物が壮大な

宮殿を建てようとするならば、まずその基

礎と根本を、整然と、しかも将来の結果と

目的に適うよう、叡智をもって据える。次

に、住居や区画を巧みに分け、細部を明ら

かにする。さらに、それらを秩序づけ、装
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飾を施し、電灯によって照らす。やがて、

その壮麗にして装い豊かな宮殿の中で、自

らの技と恩恵を新たに示すため、各階ごと

に新しい創造、変更、転換を行う。最後に

、それぞれの部屋に、自らの座へと通じる

電話を結び、窓を一つずつ開いて、どこか

らでもその座が見えるようにする。 

まったく同様に、        

最高の譬えは、アッラーに属する。 

威光に満ちた創造者、叡智なる支配者、公

正なる裁定者といった、数知れぬ聖なる御

名によって呼ばれる比類なき創造主は、こ

の大宇宙という宮殿と、被造の樹を創り出

すことを意志された。六日のうちに、その

宮殿と樹の基礎を、永遠の知の法則と叡智

の規範によって据えられた。次に、高界と

下界の諸階層、枝々に分け、定めと裁きの

法則によって詳述し、形づくられた。さら

に、あらゆる被造物の種類と階層を、制作

と配慮の原理によって整えられた。その後

、天を星で、地を花で飾られたように、す

べての世界を、それぞれにふさわしい形で

装われた。 

次いで、普遍的な法則と総合的な規範の舞

台において、御名の顕現をもって照らされ
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た。さらに、これらの普遍法則の圧力によ

り呻く個々の存在に対し、「慈悲あまねく

慈愛深き御名」をもって、特別な形で救援

を与えられた。すなわち、総合的かつ普遍

的な規範の内に、個別の恩恵、個別の救済

、個別の顕現が存在するのである。ゆえに

、すべてのものは、あらゆる時に、あらゆ

る必要において、そこから助けを求め、そ

こへと目を向けることができる。 

さらに、あらゆる住処、階層、世界、種類

、個体、そして万物から、自らの存在と唯

一性を示すための窓を開かれた。そして、

すべての心の中に、一本の電話を置かれた

。いまや、この無数の窓について、我々が

限度を超えて論じることはできない。それ

らは、アッラーの全知に委ねるほかない。

ここではただ、クルアーンの諸徴の光とし

て現れた三十三の窓を、第三十三の言葉・

第三十三の書簡において、礼拝後の讃誦に

おける祝福された三十三の数に合わせ、簡

潔かつ要約的に示し、その詳しい説明は他

の諸言葉に委ねることとする。 
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第一の窓 

我々は明白に観察している。すべての存在

、ことに生命あるものは、実に多種多様な

必要と、数限りない欲求を有している。そ

の求め、その必要は、本人が予期せず、知

らず、手の届かぬ場所から、しかも最も適

切でふさわしい時に与えられ、救いとして

差し伸べられている。しかるに、それら無

数の目的のうち、最も小さな一つにすら、

当の必要者自身の力は及ばず、手も届かな

い。 

汝自身を省みよ。外的・内的な諸感覚と、

それらに付随する必需のもののために、い

かに多くの事物を、自らの手では得られな

いまま必要としているか。すべての生命あ

るものを、汝自身に比してみよ。まさに彼

ら一つ一つが、必然的存在の実在を証言し

、その唯一性を指し示しているのみならず

、それら全体の総和としては、太陽の光が

太陽そのものを示すように、この状態、こ

のあり方そのものが、不可視の幕の彼方に

、一なる必然的存在、一にして唯一なる存

在があることを、しかもきわめて寛大で、

慈悲深く、養育し、統御する御名のもとに

、理性の眼に示しているのである。 
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さて、無知なる否認者よ、無自覚なる放埒

者よ。この叡智に満ち、洞察に富み、慈悲

深いこの活動を、汝はいったい何によって

説明できるというのか。耳なき自然によっ

てか、目なき力によってか、愚かな偶然に

よってか、無力な不活性の原因によってか

。いかにして説明し得ようか。 

 

第二の窓 

万物は、その存在と個体性において、無限

の可能性の道の中で揺れ動き、戸惑い、形

なき状態にあるにもかかわらず、突如とし

て、きわめて秩序正しく、叡智にかなった

一つの明確な個体性を与えられている。た

とえば、あらゆる人間の顔には、同類のす

べての人々と区別される特徴が、それぞれ

の小さな顔の中に備わっている。しかもそ

の顔は、外的・内的な諸感覚を、完全な叡

智をもって装備されているがゆえに、その

顔そのものが、きわめて明るい唯一性の印

章であることを証明している。 

それぞれの顔は、幾百もの側面から、叡智

なる創造者の存在を証言し、その唯一性を

指し示しているのみならず、すべての顔が

一体となって顕すその印章は、万物の創造
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主にのみ属する刻印であることを、理性の

眼に示している。 

否認者よ。いかなる側面からも模倣不可能

なこれらの印章と、その総体における輝か

しい自存性の刻印を、いったいどの工房に

帰すことができようか。 
 

第三の窓 

地表には、四十万種に及ぶ多様な群類から

成る、動物と植物のあらゆる種類の大軍が

存在する。 

（注）それらの群類の中には、一年に生じ

る個体数が、アーダムの時代から終末の日

に至るまでに生まれた全人類の総数をも上

回るものさえある。 

これらすべての生類が、それぞれ異なる糧

、形態、武具、衣、訓練、除隊の時期を、

完璧な均衡と秩序のもとに、一つも忘れら

れることなく、一つも取り違えられること

なく、管理され養育されているという事実

は、疑いを一切受けつけない、一にして唯

一なる存在の印章であり、太陽のように明

白である。無限の力と、万物を包む知と、

尽きることなき叡智の持ち主でなければ、
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この驚異的な統治に関与することなど、誰

に可能であろうか。 

なぜなら、互いに入り組んだこれらの種族

、群類を、一斉に管理し養育できない者が

、そのうちの一つにでも手を出せば、必ず

混乱を引き起こすからである。しかるに、 

  

 視線を返してみよ。そこに乱れや欠陥が見

えるか。 

この啓示の示すとおり、いかなる混乱の徴

も存在しない。ゆえに、いかなる指一本も

、この統治に介入していないことが明らか

なのである。 

第四の窓 

すべての種子が、その潜在的資質の言語を

もって発する祈り、すべての動物が、その

生得的必要の言語をもって捧げる祈り、そ

してあらゆる困窮者が、切迫した窮状の言

語をもって行う祈りが、受け入れられてい

るという事実である。 

これら無限の祈りが、観察のうえで確実に

受け入れられ、応答されていることは、そ

の一つ一つが必然的存在と唯一性を証言し

、指し示しているのみならず、その総体と
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しては、疑いようもなく、大いなる尺度に

おいて、慈悲深く寛大で、祈りに応える創

造主の存在を示し、理性にそれを見せてい

るのである。 

 

第五の窓 

我々は見ている。万物、とりわけ生命ある

ものは、まるで一挙に、きわめて短い瞬間

のうちに存在へと現れる。しかるに、本来

、突発的かつ瞬時に、単純な物質から生じ

るものは、きわめて単純で、形を欠き、技

巧を伴わぬものであるはずである。それに

もかかわらず、それらは高度な熟練を要す

る美なる造形をもって、多大な時間を要す

るはずの入念な文様に彩られ、多くの道具

を必要とするはずの驚嘆すべき技法によっ

て飾られ、数多の素材を要する形態として

創造されている。 

このように、瞬時かつ一挙に現れる驚異的

な芸術と美しき構造は、それぞれが叡智な

る創造者の必然的存在を証言し、その主宰

の唯一性を指し示しているのみならず、そ

の総体として、きわめて明白な形で、無限

に力ある、無限に叡智なる必然的存在を示

しているのである。 
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さて、愚鈍なる否認者よ。さあ、これを何

によって説明するというのか。汝のように

愚かで、無力で、無知なる「自然」によっ

てか。それとも、無限の誤謬を重ね、かの

聖なる創造者に「自然」という名を与え、

その名付けを口実として、力の奇跡を自然

に帰し、千重にも不可能を犯すことを望む

のか。 

 

第六の窓 

  

まことに、天と地の創造、夜と昼の交替、

人々に益するものを積んで海を行く船、ア

ッラーが天より下された水によって、大地

をその死後に甦らせ、そこにあらゆる生き

物を散布されたこと、風の転換、天と地の
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間に従わせられた雲の運行には、理性ある

民のための徴がある。 

この啓示句は、必然性と唯一性を示すのみ

ならず、至高の御名を指し示す、きわめて

大いなる一つの窓である。 

この啓示の要旨の中の要旨とは、次のこと

である。すなわち、宇宙の高界と下界の諸

階層に存在するすべての世界が、それぞれ

異なる言語をもって、ただ一つの結論、す

なわち、唯一なる叡智の創造者の主宰を示

しているということである。 

いかにも、天界においては、きわめて重大

な結果のために、きわめて秩序正しい運動

が行われており、これは（宇宙学自身の認

めるところであっても）、威光ある全能者

の存在と唯一性、ならびに主宰の完全性を

示している。 

同様に、地上においても、観察によって明

らかなように（地理学の証言と承認によっ

ても）、季節の移り変わりに見られるよう

な、重大な利益のための、きわめて秩序正

しい変化が、同じくその威光ある全能者の

唯一なる必然性と、主宰の完全性を示して

いる。 
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また、陸と海において、完全な慈悲をもっ

て糧を与えられ、完全な叡智をもって多様

な形を授けられ、完全な主宰をもって多種

多様な感覚を備えさせられたすべての動物

は、それぞれがその威光ある全能者の存在

を証言し、その唯一性を指し示しているの

みならず、その総体として、きわめて広大

な尺度において、神性の威厳と主宰の完全

性を示している。 

同様に、庭園における秩序正しい植物、植

物が示す装い豊かな花々、花が示す均衡あ

る果実、果実が示す精妙な文様は、それぞ

れがその叡智なる創造者の必然的存在を証

言し、その唯一性を指し示しているのみな

らず、その全体として、きわめて壮麗な形

で、慈悲の美と主宰の完全性を顕している

のである。 

また、いかにも、天の大気にある雲から、

重大な叡智と目的、不可欠な利益と成果の

ために任務を与えられ、遣わされる雨の滴

は、その一滴一滴の数に応じて、叡智なる

創造者の必然的存在と唯一性、ならびに主

宰の完全性を示している。 

同様に、地上にあるすべての山々と、山中

に秘められた鉱物が、それぞれ異なる性質
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を備えつつ、異なる公益のために準備され

、蓄えられていることは、山の堅固さにも

比すべき力をもって、同じくその叡智なる

創造者の必然性と唯一性、そして主宰の完

全性を示している。 

また、荒野や山々に点在する小さな丘が、

さまざまに整った花々によって装われてい

ることも、それぞれが叡智なる創造者の存

在を証言し、その唯一性を指し示している

のみならず、その総体として、王権の威容

と主宰の完成を顕している。 

同様に、すべての草木に備わる無数の葉が

、さまざまに整った形を持ち、それぞれ異

なる配置をとり、引き寄せるような均整の

とれた動きを示すことは、葉の数だけ、叡

智なる創造者の必然的存在と唯一性、なら

びに主宰の完全性を示している。 

また、成長するあらゆる物体において、発

育の時に秩序正しく行われる運動、多様な

器官による装備、そして多種多様な果実へ

と、まるで意識あるかのように向かう志向

性は、一つ一つが個別に、同じく叡智なる

創造者の必然的存在を証言し、その唯一性

を指し示している。そしてその総体として

、きわめて大きな尺度において、力の遍在
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、叡智の普遍、美なる創造、主宰の完全性

を示している。 

同様に、すべての動物の身体において、魂

と精神を完全な叡智をもって配置し、多様

な装備を完全な秩序によって備えさせ、多

種多様な役割へと完全な叡智をもって遣わ

していることは、動物の数、否、それらの

装備の数に等しく、叡智なる創造者の必然

的存在と唯一性を証言し、指し示している

のみならず、その総体として、きわめて明

白な形で、慈悲の美と主宰の完成を顕して

いる。 

また、すべての心に与えられる不可視の霊

感は、人間に対してはあらゆる知と真理を

知らせ、動物に対しては必要とするすべて

の糧の備えを教えるものであり、慈悲深き

主の存在を感得させ、その主宰を指し示し

ている。 

同様に、目にとっては、宇宙という園から

霊的な花々を摘み取る光線のように、外的

・内的なすべての感覚が、それぞれ異なる

世界への鍵となっていることは、叡智なる

創造者、全知なる形成者、慈悲深き創造主

、寛大なる供給者の必然的存在、唯一性、
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単一性、そして主宰の完全性を、太陽のよ

うに明白に示している。 

以上に述べた十二の異なる窓、十二の側面

から、一つの至大の窓が開かれる。それは

、十二色の真理の光をもって、至高なる方

の単一性と唯一性、そして主宰の完成を示

すものである。 

さて、不幸なる否認者よ。この地球の円周

ほど、いや、その年周運動の軌道ほども広

いこの窓を、汝はいったい何によって閉ざ

すことができようか。太陽のように輝くこ

の光の鉱脈を、何によって消し去ることが

できようか。いかなる無自覚の幕をもって

、これを覆い隠すことができようか。 

 

第七の窓 

この宇宙の表面に散りばめられた被造物が

示す、完全な秩序、完全な均衡、完全な装

い、そしてその創出の容易さと相互の類似

性、さらには一つの本性を明らかにしてい

るという事実は、きわめて広大な尺度にお

いて、叡智なる創造者の必然的存在、完全

な力、そして唯一性を示している。同様に

、無生で単純な元素から、無数にして相異

なり、しかも秩序正しい複合体が創り出さ
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れることも、その複合体の数に応じて、同

じくその叡智なる創造者の必然的存在を証

言し、その唯一性を指し示している。そし

てその総体として、きわめて明白な形で、

その完全な力と唯一性を顕している。 

さらに、存在の構成と分析、すなわち生成

と分解の過程において、極度の混合と錯綜

の中にありながら、極度の識別と分離が行

われていること、たとえば、土中において

種子や根がきわめて入り混じっているにも

かかわらず、いささかも誤ることなく穂を

出し、それぞれの存在を識別し分離するこ

と、また樹木に入り込む混合した物質を、

葉や花や果実へと分け分けること、さらに

身体の細胞へ混然として送られる栄養物を

、完全な叡智と完全な均衡をもって選別し

分配することは、絶対的叡智者、絶対的全

知者、絶対的全能者の必然的存在、完全な

力、そして唯一性を明らかに示している。 

同様に、微粒子の世界を、無限に広大な耕

地のごときものとし、刻々に完全な叡智を

もって播種し収穫し、そこから新たな宇宙

の産物を取り出し、しかも本来、無生で無

力で無知なるはずの微粒子に、きわめて意

識的で、きわめて叡智的で、きわめて力強

い、無数の秩序正しい役割を果たさせてい
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ることは、威光ある全能者、完全なる創造

者の必然的存在、完全な力、主宰の威厳、

唯一性、そして主宰の完成を示している。 

以上の四つの道によって、認識としての神

を知るための大いなる一つの窓が開かれ、

きわめて広大な尺度において、叡智なる創

造者の存在が理性に示されるのである。 

さて、不幸なる無自覚者よ。このような状

態において、なお彼を見ようとせず、知ろ

うとしないのであれば、理性を投げ捨て、

獣となってしまえばよい。そうすれば、責

めもなく、安らぐであろう。 
 

第八の窓 

人類におけるすべての輝ける魂の主である

預言者たちは、その内的・外的な奇跡に拠

り、また、すべての光り輝く心の極である

聖者たちは、その開示と奇蹟に信を置き、

さらに、すべての光明ある理性の担い手で

ある真理探究者たちは、その厳密な究明に

拠って、ただ一なる唯一者、必然的存在、

万物の創造主の必然的存在と唯一性、なら

びに主宰の完成を証言している。この証言

は、きわめて大きく、光に満ちた一つの窓
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であり、しかも常に、その主宰の位階を示

し続けている。 

ああ、哀れなる否認者よ。汝はいったい誰

を頼りとして、これらの声に耳を傾けない

のか。それとも、真昼に目を閉じることで

、世界が夜になったとでも思い込むのか。 
 

第九の窓 

宇宙に遍在する普遍的な奉仕と崇拝の営み

は、疑いなく、絶対的な被崇拝者の存在を

示している。実に、霊的世界と内奥の次元

へ赴き、霊的存在や天使たちと交わる人々

の証言によって確立された、すべての霊的

存在と天使たちが、完全な服従をもって礼

拝に従事していること、また、すべての生

命あるものが、観察の上で明らかなように

、完全な秩序のもと、奉仕的な任務を果た

していること、さらに、元素のごときすべ

ての無生物でさえ、完全な従順さをもって

、奉仕としての役割を担っていることは、

真実にして正当なる被崇拝者の必然的存在

と唯一性を示している。 

同様に、それぞれの集団が合意と伝承の力

を備えている、すべての知者たちの真実な

る認識、すべての感謝者たちの実りある感
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謝、すべての想起者たちの恵みに満ちた想

起、すべての賛美者たちの恩恵を増す賛美

、すべての一神信仰者たちの証明を伴う唯

一化と称揚、すべての愛する者たちの真実

なる愛と恋慕、すべての志願者たちの誠実

な意志と希求、すべての回帰者たちの真摯

な求願と立ち返りは、知られ、想起され、

感謝され、讃えられ、一にして唯一であり

、愛され、望まれ、求められる、永遠なる

被崇拝者の必然的存在、主宰の完成、そし

て唯一性を示している。 

さらに、完成された人間における、すべて

受け入れられた礼拝と、その礼拝の結果と

して生じる霊的流入、祈念、直観、開示は

、始原なき存在にして終極なき被崇拝者の

必然的存在、唯一性、そして主宰の完成を

、改めて明らかにしている。 

以上の三つの側面から、光に満ちた大いな

る一つの窓が、唯一性へと開かれているの

である。 
 

第十の窓 
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この宇宙において、存在するすべてのもの

が、互いに助け合い、呼応し、支え合って

いるという事実は、あらゆる被造物が、た

だ一人の養育者の養育のもとにあり、ただ

一人の統御者の支配のもとにあり、ただ一

人の主宰者の統治のもとにあり、ただ一人

の主人の僕として仕えていることを示して

いる。 

なぜなら、地上の生命あるもののために、

生存に必要な諸条件を、主の命によって調

理する太陽と、暦を司る月から始まり、光

、空気、水、食物が生命あるものの救援へ

と走り、植物が動物の救援へと走り、動物

が人間の救援へと走り、さらには身体の諸

器官が互いの補助へと向かい、ついには食

物の微粒子が身体の細胞の救援へと向かう

に至るまで、あらゆる段階において、一つ

の相互扶助の法則が貫かれているからであ

る。 
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このように、本来は無生で無意識であるは

ずの、互いに助け合うこれらの存在が、寛

大の法則、慈愛の規範、慈悲の原理のもと

に、きわめて叡智的に、きわめて寛大に互

いを助け合い、互いの必要の呼び声に応答

し、互いを強め合っているという事実は、

疑いなく、ただ一にして唯一なる存在、独

一にして自存なる方、絶対的全能者、絶対

的全知者、絶対的慈悲者、絶対的寛恕者で

ある必然的存在の僕であり、命を受けた者

であり、その創造物であることを明白に示

している。 

 さて、哀れなる破産した哲学者よ。この壮

大なる窓について、汝は何と言うのか。汝

のいう偶然が、ここに介入できるというの

か。 

 第十一の窓 

   

すべての魂と心が、迷妄から生じる混乱と

錯綜、またその混乱から生じる霊的な苦悩

から解き放たれるのは、ただ一なる創造主

を知ることによってである。万物を一なる
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創造者に帰すことによって救済を見いだし

、一なるアッラーの想起によってのみ、心

は静まり、安らぐのである。 

なぜなら、無数の存在を一なる存在に帰さ

ないならば（第二十二の言葉において断固

として証明されたように）、そのときには

、あらゆる一つ一つの事物を、無数の原因

に帰さねばならなくなるからである。そう

なれば、一つの事物の存在は、全存在と同

じほど困難なものとなる。アッラーに帰す

ならば、無数の存在を一なる方に帰すので

あり、帰さないならば、一つ一つを無数の

原因に帰すことになる。その場合、一つの

果実の存在は、宇宙全体に匹敵するほどの

困難を生じ、否、それ以上に困難となる。 

たとえば、一人の兵士が百人の異なる指揮

官の統率に委ねられれば、百の困難が生じ

る。しかし、百人の兵士が一人の将校の統

率に委ねられれば、一人の兵士を扱うのと

同じほど容易となる。同様に、多種多様な

原因が、一つの事物の創出において一致す

ることは、百倍の困難を伴うが、数多の事

物の創出を一なる方に帰すならば、百倍の

容易さが生じる。 
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かくして、人間の本性に内在する、真理へ

の好奇と探求から生じる無限の苦悩から救

い出すものは、ただ創造主の唯一性と、神

の認識とをおいて他にない。背信と多神崇

拝の中には、無限の困難と苦悩がある以上

、その道は不可能であり、真理ではありえ

ない。他方、唯一信仰の中には、存在の創

造に見られる容易さ、多様性、美なる造形

に即した、無限の容易さと安らぎがある以

上、その道こそが必然であり、真理なので

ある。 

さて、不幸なる迷妄の徒よ。見よ、迷妄の

道はいかに暗く、いかに苦痛に満ちている

か。いったい何の必要があって、そこを歩

むのか。また見よ、信仰と唯一信仰の道は

いかに容易で、いかに喜びに満ちているか

。そこへ入れ。そうすれば救われる。 

 

第十二の窓 

 

この啓示の示す奥義によれば、万物、こと

に生命ある被造物においては、あたかも叡

智ある鋳型から打ち出されたかのように、
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それぞれに秩序ある分量と形姿が、叡智を

もって与えられている。しかも、その形と

分量のうちには、諸々の利益と効用のため

に、あえて曲がりくねった境界や不均整が

備えられている。 

さらに、生命の期間において次々と替えら

れる姿形や量においても、それらは常に叡

智と公益に適う仕方で定められており、生

の定めから構成された、霊的で秩序ある一

つ一つの形、一つ一つの分量が存在してい

る。 

このことは、疑いなく示している。すなわ

ち、威光ある全能者、完成において叡智な

る方の定めの領域において、その形と構造

が配され、力の工房において存在を与えら

れた、かの無数の被造物は、その方の必然

的存在を示し、その唯一性と力の完成を、

無数の言語をもって証言しているのである

。 

汝自身の身体とその諸器官、そしてそれら

に見られる曲がりくねった箇所が生み出す

成果と利益とを見よ。そこに、叡智の完成

のうちに顕れる、力の完成を見るであろう

。 
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第十三の窓 

   

この啓示の奥義によれば、万物はそれぞれ

固有の言語をもって、その創造主を想起し

、清め讃えている。実に、あらゆる存在が

、状態の言語と本性の言語とをもって行う

称揚は、ただ一なる聖なる存在の実在を示

している。そもそも、本性による証言は否

定しえず、状態による指示は、とりわけ多

方面から重なって示されるとき、いささか

の疑念も許さない。 

見よ。無数の本性的証言を内包し、無限の

様態において状態の言語によって指示し、

あたかも重なり合う円環のごとく、一つの

中心へと向かうこの存在群の、秩序正しい

形姿は、それぞれが一つの言語である。そ

の均整ある構えは、それぞれが証言の言語

である。その完成された生命は、それぞれ

が称揚の言語である。第二十四の言葉にお

いて断固として証明されたとおり、これら

すべての言語によって、きわめて明白な仕

方で行われる称揚と礼敬、そしてただ一な

る聖なる存在への証言は、光が太陽を示す
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がごとく、必然的存在なる一者を示し、そ

の神性の完成を指し示しているのである。 
 

第十四の窓 

 
 

この啓示の奥義によれば、あらゆる存在は

、そのすべての状態と、すべての働きにお

いて、ただ一なる威光の創造主を必要とし

ている。 

実に、宇宙に存在する被造物を見れば、我

々はそこに、絶対的な弱さの中に現れる絶

対的な力の顕現を見る。また、絶対的な無

力の中に、絶対的能力の痕跡を見る。 

たとえば、植物の種子や根に秘められた生

命の結節が、目覚めの時に示す驚異的な状

態のごときものである。 

また、絶対的な貧しさと乾燥の中に、絶対

的な豊かさの顕現を見る。冬における大地

と樹木の貧しげな姿と、春におけるその壮

麗な富と豊穣のごときものである。 
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さらに、絶対的な無生性の中に、絶対的生

命の滴りを見る。無生の元素が、生命ある

物質へと転化することのごときものである

。 

また、絶対的な無知の中に、万物を包む意

識の顕現を見る。微粒子から星々に至るま

で、あらゆるものの運動が、宇宙の秩序、

生命の利益、叡智の目的に適う仕方で進行

し、まるで意識を備えているかのような状

態を示していることのごときものである。 

このように、無力の中に現れる能力、弱さ

の中に現れる力、貧しさの中に現れる富と

豊穣、無生と無知の中に現れる生命と意識

は、疑いなく、また必然的に、絶対的全能

者、絶対的強者、絶対的富裕者、絶対的全

知者、生ける自存者なる一者の必然的存在

と唯一性に向かって、あらゆる方向から窓

を開いている。 

それらの総体は、きわめて広大な尺度にお

いて、光に満ちた一本の大道を示している

。 

さて、自然という泥沼に落ち込んだ無自覚

者よ。もし自然を捨て、神の力を認めない

のであれば、あらゆる存在に、否、一つ一

つの微粒子にさえ、無限の力と能力、果て
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しなき叡智と技巧、さらには大多数の存在

を見、知り、統御しうるだけの権能が備わ

っていると認めねばならなくなるのである

。 
 

第十五の窓 
 

 

この啓示の奥義によれば、あらゆる存在に

対して、その本性に備わる能力に応じて、

完全な均衡と秩序をもって形が定められ、

美なる技巧によって構成されている。そし

て、最も短い道を通じて、最も美しい姿に

おいて、最も軽やかな仕方で、最も容易に

使用できる形で存在を与えられている。 

たとえば、鳥たちの衣装を見よ。また、彼

らがその羽を、いつでも容易に動かし、用

いることのできる様子を見よ。 

さらに、それらは浪費なき、叡智に満ちた

仕方で存在を与えられ、形を授けられてい

る。 

このような事実は、存在の数だけ存在する

言語をもって、叡智なる創造者の必然的存

在を証言し、絶対的全能にして全知なる存

在を指し示しているのである。 
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第十六の窓 

地表において、季節ごとに新たにされる被

造物の創造と統御のうちに見られる秩序と

配置は、疑いなく、普遍的な叡智を示して

いる。属性は、それを有する主体なしには

存在しえない以上、その普遍的叡智は、必

然的に一なる叡智者を示している。 

また、その叡智の幕の内に見られる驚異的

な装飾は、疑いなく、完全なる配慮を示し

ている。そして、その完全なる配慮は、必

然的に、配慮を施す寛大なる創造主を示し

ている。 

さらに、その配慮の幕の中に、万物に遍く

及ぶ慈愛と恩恵が存在することは、疑いな

く、広大なる慈悲を示している。そして、

その広大なる慈悲は、必然的に、慈悲あま

ねく慈愛深き存在を示している。 

また、その慈悲の幕の上において、糧を必

要とするすべての生命あるものが、それぞ

れにふさわしく、完全な仕方で養われ、糧

を与えられていることは、疑いなく、養育

者としての供給と、慈愛に満ちた主宰を示

している。そして、その養育と統治は、必

然的に、寛大なる供給者を示している。 
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実に、地上において、完全な叡智をもって

養育され、完全な配慮をもって装飾され、

完全な慈悲をもって恩恵を施され、完全な

慈愛をもって養われているすべての被造物

は、それぞれが、叡智にして寛大、慈悲深

く、供給を司る創造主の必然的存在を証言

し、その唯一性を指し示している。 

同様に、地表全体に現れ、その全体におい

て観察され、意志と目的を疑いなく示して

いる普遍的叡智を見よ。また、その叡智を

内包し、あらゆる被造物に遍く及ぶ完全な

る配慮を見よ。そして、その配慮と叡智を

含み、地上のすべての存在を包み込む広大

なる慈悲を見よ。さらに、その慈悲、叡智

、配慮をも内包し、すべての生命あるもの

に遍く及び、きわめて寛大な仕方で行われ

る普遍的な糧の供給と養育を、同時に観察

せよ。 

七つの色彩が集まって光を形成するように

、そして大地を照らすその光が、疑いなく

太陽を示すように、この叡智の内にある配

慮、配慮の内にある慈悲、慈悲の内にある

糧の供給は、限りなく叡智に満ち、寛大で

、慈悲深く、供給を司る必然的存在の唯一

性と、主宰の完成を、きわめて広大な尺度
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において、高き次元において、燦然と示し

ているのである。 

さて、愚鈍にして無自覚なる否認者よ。眼

前に展開する、この叡智に満ち、寛大にし

て慈悲深く、糧を与える養育を、また、こ

の驚嘆すべき奇跡的な現象を、汝はいった

い何によって説明できるというのか。 

汝のように放浪する偶然によってか。ある

いは、汝の心のように盲いた力によってか

。あるいは、汝の頭脳のように耳なき自然

によってか。あるいは、汝のように無力で

、無生で、無知なる原因によってか。 

それとも、限りなく聖にして超越し、あら

ゆる欠陥から清められ、高みにあり、しか

も無限に全能にして全知、聞き、見給う威

光の主に対して、「自然」という名を与え

、その自然を、無限に無力で、無知で、耳

なく、目なく、可能的存在にすぎぬ哀れな

ものとしながら、無限の誤謬を犯そうとい

うのか。 

さらに、太陽のように明白なるこの真理を

、汝はいかなる力によって消し去ることが

できようか。いかなる無自覚の幕の下に、

これを覆い隠すことができようか。 
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第十七の窓 

  

夏の季節に地表を観察するとき、我々は見

る。万物の創造において、本来なら混乱と

無秩序を引き起こすはずの、無限の豊潤さ

と絶対的な施与が、きわめて高度な調和と

秩序の中に現れていることを。見よ、地表

を飾るすべての植物を。 

また、本来なら不均衡と粗雑さを招くはず

の、創造における絶対的な速度が、完全な

均整のうちに現れている。見よ、地表を装

うすべての果実を。 

さらに、本来なら無価値、否、醜悪さを招

くはずの絶対的多数性が、完全なる芸術美

の中に現れている。見よ、大地を金彩のよ

うに輝かせるすべての花々を。 

また、本来なら技巧の欠如と単純さを招く

はずの、創造における絶対的な容易さが、

無限に近い技巧、熟練、周到さの中に現れ

ている。見よ、地上の樹木と植物の器官に

とって、宝箱であり、設計図であり、その

生命史を封じ込めた小箱でもある、すべて

の種子と核を。 
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さらに、本来なら差異と分離を招くはずの

絶対的な距離と隔たりが、完全なる一致の

中に現れている。見よ、地上のあらゆる地

域に蒔かれた、すべての穀物の種を。 

また、本来なら混濁と混合を引き起こすは

ずの完全な混在が、逆に、完全な識別と分

離の中に現れている。見よ、地下に混然と

して撒かれ、物質的には互いに似通ってい

る種子が、穂を出す時には完全に識別され

ている様を。また、樹木に入り込むさまざ

まな物質が、葉、花、果実へと、完全な識

別をもって分けられている様を。また、胃

に入る混合した食物が、異なる器官と細胞

に応じて、完全な識別をもって分配されて

いる様を。 

そこに、完全なる叡智の中に現れる、完全

なる力を見よ。 

さらに、本来なら無価値と卑小さを招くは

ずの、きわめて豊富な多産性と極度の廉価

さが、地上においては、被造物と芸術性に

おいて、きわめて高価で貴重な様相をもっ

て現れている。見よ、この無数の驚異的芸

術の中において、ラフマーンの食卓たる地

上に並べられた、力の甘味にすぎぬ桑の実
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の諸種を。完全なる芸術の中に現れる、完

全なる慈悲を見よ。 

このように、地表全体において、きわめて

高い価値と共に存在する無限の廉価さ、無

限の廉価さの中にありながら存在する無限

の混合と交錯、しかもその混合の中に現れ

る無限の識別と分離、さらにその識別と分

離の中にありながら存在する、広大な隔た

りにもかかわらぬ極度の一致と類似、そし

て極度の類似の中にありながら、きわめて

容易かつ簡明でありながら、きわめて入念

に造られていること、また、そのきわめて

美しい造形の中にありながら、絶対的な速

度と迅速さと共に、完全な均衡と節度と浪

費のなさが存在すること、さらに、その完

全なる無駄のなさの中にありながら、極度

の多数性と豊富さと共に、最高度の芸術美

が存在すること、そして、その最高度の芸

術美の中にありながら、無限の寛大さと共

に、絶対的秩序が存在すること。 

これらすべては、昼の光が太陽を示すよう

に、威光ある全能者、完成において叡智な

る方、美において慈悲深き方の必然的存在

、力の完成、主宰の美、唯一性、そして単

一性を証言している。 
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この奥義を示しているのである。 

さて、哀れなる無知にして無自覚、しかも

頑迷なる否認者よ。この至大なる真理を、

汝はいったい何によって説明できるという

のか。この極限まで奇跡的で驚異的な現象

を、何によって解釈できるというのか。こ

の無限に不思議なる芸術を、いったい何に

帰することができるのか。 

この地球ほど広大な窓を、いかなる無自覚

の幕によって覆い隠すことができようか。

汝のいう偶然はいったいどこにあるのか。

汝が「自然」と呼び、頼みとしている無意

識なる仲間、迷妄における支柱、伴侶はい

ったいどこにいるのか。 

この働きに偶然が介入することは、百重に

不可能ではないのか。そして、この驚異的

な営みの千分の一でさえ自然に委ねること

は、千倍にも不可能ではないのか。 

それとも、無生で無力なる自然の中に、そ

れぞれの存在の内部ごとに、その存在から

造られる事物の数に等しいほどの、霊的な

機械と印刷工房とが備わっているとでもい

うのか。 
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第十八の窓 

  

第二十二の言葉において説明された譬えを

見よ。いかにも、完全で、秩序正しく、芸

術的な、まるで宮殿のような作品は、疑い

なく、秩序ある行為を示している。すなわ

ち、一つの建築は、一つの大工仕事を示し

ているのである。 

また、完全で秩序ある行為は、必然的に、

完全なる行為者、熟練した職人、すなわち

一人の大工を示している。そして、「完全

なる職人」「熟達した大工」という称号は

、疑いなく、完全なる属性、すなわち芸術

的技能を示している。 

さらに、完全なる属性と、その完全なる芸

術的能力は、疑いなく、完全なる素質の存

在を示している。そして、完全なる素質は

、高貴なる魂と高遠なる存在を示している

。 

同様に、地表を、否、宇宙全体を満たして

いる絶えず更新される作品群は、疑いなく

、きわめて完成された行為を示している。

そして、この極限まで秩序と叡智に満ちた
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行為は、疑いなく、その称号と御名が完全

なる一者を示している。 

なぜなら、秩序正しく、叡智に満ちた行為

が、行為者なしに存在しえないことは、断

固として明白だからである。 

また、極度に完全な称号は、その行為者の

極度に完成された属性を示している。ちょ

うど、文法学において、行為者名詞が動詞

語根から派生するように、称号や御名もま

た、その源泉と起源を属性に有しているの

である。 

さらに、極度に完成された属性は、疑いな

く、極度に完成された本質的働きを示して

いる。そして、我々が十分に言葉で表現で

きぬほど完全なる、その本質的働きは、真

に確実な認識をもって、無限の完成を備え

た一なる存在を示しているのである。 

このように、全宇宙におけるあらゆる芸術

の痕跡と、すべての被造物は、それぞれが

一つの完全なる作品である以上、それぞれ

が一つの行為を示し、その行為は御名を、

御名は属性を、属性は本質的働きを、本質

的働きは本体を証言している。 
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ゆえに、被造物の数だけ、それぞれが威光

ある創造主の必然的存在を証言し、その単

一性を指し示しているのである。 

さらに、それらの総体は、被造の連鎖の数

ほど強力な仕方で、一つの認識への昇階と

なっている。それは、いかなる側面からも

疑念の入り込む余地なき、連続した真理の

証明なのである。 

さて、哀れなる無自覚の否認者よ。宇宙の

連鎖に等しい強さを持つこの証明を、汝は

いったい何によって打ち砕くことができる

のか。 

この被造物の数だけ真理の光線を示してい

る、無数の孔と格子を備えたこの窓を、何

によって閉ざすことができるのか。いかな

る無自覚の幕を、その上に垂らすことがで

きるのか。 

 

第十九の窓 
 

 

七つの天と地、その中にあるすべてのもの

は、かれを讃えて称揚している。存在する
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いかなるものも、かれを讃えて称揚しない

ものはない。 

この奥義によれば、威光ある創造主は、天

体に対して、実に多くの叡智と意味を備え

付けられた。あたかも、自らの威厳と美を

表現するために、天を、太陽、月、星々と

いう言葉によって飾られたかのようである

。 

また、天空に存在する諸存在にも、多くの

叡智、意味、目的を備え付けられた。まる

で、その天空に、稲妻、閃光、雷鳴、雨滴

という言葉を語らせているかのようである

。そして、それによって、叡智の完成と慈

悲の美とを教示している。 

さらに、地という頭部を、「動物」や「植

物」と呼ばれる意味深き言葉によって語ら

せ、自らの芸術の完成を宇宙に示している

ように、その頭部を構成する一つ一つの言

葉である植物や樹木にも、葉、花、果実と

いう言葉を語らせ、再びその芸術の完成と

慈悲の美を宣言している。 

また、一つ一つの言葉である花と果実にも

、種子という言葉を語らせ、その精妙なる

芸術と主宰の完成を、知性ある者たちに教

えている。 
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この無数の称揚の言葉の中から、我々はた

だ一つの穂と、一輪の花の語り方だけに耳

を傾け、それがいかに証言しているかを知

ろう。 

実に、それぞれの植物、それぞれの樹木は

、多くの言語をもって、その創造主を示し

ている。そのため、注意深き者たちは驚嘆

に包まれ、それを見る者は、「至高なるア

ッラーよ。何と美しく証言していることか

」と言わずにはいられないのである。 

実に、あらゆる植物が花を開く時、また穂

を実らせる時、その微笑むかのような霊的

語りの最中に行う称揚は、それ自身と同じ

く美しく、しかも明白である。 

なぜなら、それぞれの花の美しき口を通じ

て、また整然たる穂の言語を通じて、さら

に均整ある種子と秩序正しい穀粒の言葉を

通じて語られる、その叡智を示す秩序は、

観察の上で明らかに、知を示す均衡の中に

存在しているからである。 

そして、その均衡は、芸術的熟練を示す造

形の中にある。また、その造形は、恩寵と

寛大さを示す装飾の中にある。さらに、そ

の装飾は、慈悲と恩恵を示す繊細な芳香の

中にある。 



 

45 
 

このように、互いに重なり合うこれら意味

深き様相は、実に一つの証言の言語である

。それは、その美に満ちた創造主を、御名

によって語り、その属性によって描写し、

御名の顕現を解き明かし、さらに、その愛

され、知られることへの望み、すなわち、

自らを愛させ、自らを認識させようとする

意志を表現している。 

もし、一輪の花からこのような証言を聞く

ならば、ましてや、地表に広がる主の庭園

において、すべての花々の声を聞くことが

できたならば、それらがいかなる強大な力

をもって、威光ある創造主の必然的存在と

唯一性を宣言しているかを知るであろう。 

その時なお、汝に疑念や迷い、無自覚が残

りうるだろうか。もし残るのであれば、も

はや汝を人間、あるいは知性ある存在と呼

ぶことができようか。 

さあ今、一樹の木を注意深く見よ。春の季

節に、葉が秩序正しく萌え出で、花々が均

整をもって咲き、果実が叡智と慈悲のうち

に育ち、枝という手の上で、無垢な子供た

ちのように、そよ風に吹かれて戯れている

。その中にある精妙なる口を見よ。 
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寛大なる御手によって緑に染まる葉の言葉

によって、恩寵の喜びをもって微笑む花々

の言葉によって、慈悲の顕現をもって笑う

果実の言葉によって表現される、叡智ある

秩序の中の公正なる均衡を見よ。また、公

正を示すその均衡の中にある精緻な技巧と

紋様を見よ。そして巧みなる紋様と装飾の

中に、慈悲と恩恵を示すそれぞれ異なる甘

美な味わいと、それぞれ異なる芳香があり

、さらにそれらの心地よい味わいの中には

、それぞれが御力の奇跡である種子と核が

ある。 

これらすべては、極めて明白な仕方で、叡

智ある創造主、寛大なる御方、慈悲深き御

方、善を施す御方、恩恵を授ける御方、美

しく飾る御方、優越した賜物を授ける御方

の必然的存在と唯一性、慈悲の美、そして

主宰の完全性を示しているのである。 

もし汝が、地上のすべての樹木がその有様

によって語る言葉に、一斉に耳を傾けるこ

とができたならば、 

 

という宝庫の中に、いかに美しい宝玉が秘

められているかを、目の当たりにし、理解

するであろう。 
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さて、恩知らずのうちに自らを放任された

存在と思い込んでいる、不幸なる無自覚者

よ。このように無数の言葉によって、御自

身を汝に知らしめ、認識させ、愛させてお

られる、美を具えた寛大なる御方を認めよ

うとしないのであれば、これらの言葉を沈

黙させねばならない。 

しかし、それらを沈黙させることができな

い以上、耳を傾けねばならない。無自覚の

うちに耳を塞いだところで、逃れることは

できない。なぜなら、汝が耳を塞いでも、

宇宙は沈黙せず、存在するものたちは黙ら

ず、唯一性の証人たちはその声を止めない

からである。 

それらは必ずや、汝に対して証言を下すの

である。 

 

第二十の窓 

（注）この第二十の窓の真理は、ある時、ア

ラビア語の形で心に次のように到来した。 
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いかにも、個別の事物、結果、細部におい

て、完全なる叡智と芸術の美が見られるよ

うに、偶然的で混乱していると思われてい

る普遍的元素や巨大な被造物の、一見混沌

とした状態さえも、実は叡智と芸術によっ

て形づくられているのである。 

見よ。光の輝きは、そのほかの叡智に満ち

た奉仕が示しているように、主の許しによ

って、地上における神的作品を展示し、宣
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揚するためのものである。すなわち、光は

叡智なる創造主によって用いられているの

である。宇宙という市場の陳列棚に置かれ

た、古雅なる芸術作品を、それによって見

せているのである。 

次に、風を見よ。そのほかの叡智に満ち、

寛大なる利益と役割の証言によって、実に

重要で多様な任務へと駆り立てられている

。すなわち、その波立ちは、叡智なる創造

主による任命であり、統御であり、使用な

のである。そして、そのうねりは、主の命

令を迅速に果たすために急ぎ働いている姿

なのである。 

さらに、泉、渓流、河川を見よ。それらが

地や山から湧き出るのは、偶然ではない。

なぜなら、それらに伴う慈悲の痕跡たる利

益と成果の証言によって、また、山々の中

に必要の均衡をもって蓄えられていること

の表明によって、さらに叡智の均衡をもっ

て送り出されていることの指示によって、

それらが叡智ある主の従属と蓄えによるも

のであることが示されているからである。 

そして、その湧き出しは、主の命令に歓喜

をもって従っている姿なのである。 
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さあ、地上に存在するすべての石、宝石、

鉱物の種類を見よ。それらの装飾、美しき

性質、有益なる特性は、叡智なる創造主の

装飾、配列、統御、造形によるものである

ことを示している。なぜなら、それらが、

叡智に満ちた利益、生命の必要、人間の必

需、動物の要求に適う仕方で準備されてい

ることが、それを証言しているからである

。 

次に、花々と果実を見よ。それらの微笑み

、その味覚、美しさ、文様、芳香は、寛大

なる創造主、慈悲深き恩恵者の食卓におけ

る、一つ一つの紹介状、一つ一つの招待状

のようなものである。多様な色彩、香り、

味覚によって、それぞれの種族に対して、

別々の案内と招待として与えられているの

である。 

さらに、鳥たちを見よ。彼らの語り合いと

囀りが、叡智なる創造主によって語らされ

ていることの断固たる証拠は、驚嘆すべき

仕方で、その声を通じて互いに感情を交換

し、目的を伝達していることである。 

また、雲を見よ。雨の滴る音が無意味な響

きではなく、雷鳴と稲妻が空虚な轟音では

ないことの確固たる証拠は、何も存在しな
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い空間の中で、それらの驚異を創造し、そ

こから生命の水ともいうべき滴を搾り出し

、地表に住む、必要と渇望に満ちた生命あ

るものへ飲ませていることである。 

それは示している。あの滴る音、あの轟き

は、きわめて意味深く、叡智に満ちている

ことを。まるで寛大なる主の命令によって

、渇望する者たちに向かって、「汝らに吉

報あれ。我々は来たる」と叫んでいるかの

ようなのである。 

さらに、空を見よ。空に存在する無数の天

体の中から、ただ月だけに注目せよ。その

運行が、全能にして叡智なる存在の命令に

よるものであることの証拠は、それに関わ

る地上への重大な叡智の数々である。それ

については他所で説明したため、ここでは

簡潔に留める。 

このように、光から月に至るまで列挙した

これらの普遍的元素は、きわめて広大な様

式と巨大な尺度において、一つの窓を開い

ている。そして、必然的存在の唯一性、力

の完成、統治の威厳を示し、宣言している

のである。 

さて、無自覚者よ。もし汝が、この雷鳴の

ような声を沈黙させることができ、太陽の
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光のように明白なこの輝きを消し去ること

ができるならば、その時こそアッラーを忘

れるがよい。さもなくば、正気に立ち返れ

。 

 

と言うがよい。 

 

第二十一の窓 

  

この宇宙の灯火たる太陽は、宇宙の創造主

の存在と唯一性に対して、太陽そのものの

ように明るく光り輝く窓である。 

実に、我々の地球を含む「太陽系」と呼ば

れる体系に属する十二の惑星は、その大き

さにおいて大小さまざまであり、その位置

において遠近さまざまであり、その運動速

度においても多種多様であるにもかかわら

ず、完全なる秩序と叡智のもと、完全なる

均衡のうちに、一秒たりとも誤ることなく

運行し、公転し、さらに「引力の法則」と
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呼ばれる神的法則によって太陽と結びつけ

られている。 

すなわち、それらは、あたかも指導者に従

う者のように、太陽に従属しているのであ

る。 

この事実は、巨大な尺度において、神的力

の威厳と主の唯一性を示している。 

なぜなら、本来は無生で無意識なるこれら

巨大な塊を、極限に達した秩序と叡智の均

衡の中で、多様な形態、多様な距離、多様

な運動において回転させ、役務につかせる

ことが、どれほどの力と叡智を証明するも

のであるか、考えてみよ。 

もし、この巨大かつ重大な運行に、微粒子

ほどでも偶然が介入したならば、その瞬間

、宇宙全体を粉砕するほどの爆発を引き起

こすであろう。 

なぜなら、もし偶然が一瞬でも、どれか一

つを停止させれば、その軸から逸脱する原

因となり、他の天体との衝突を招くからで

ある。 

地球の千倍もの巨大な天体同士が衝突する

ことの恐るべき様を、汝は想像することが

できよう。 
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太陽系、すなわち太陽の従属者であり果実

でもある十二の惑星の驚異については、ア

ッラーの包み尽くす知に委ねることとし、

ここでは、我々の眼前にあるこの地球だけ

を見つめよう。 

すると我々は見る。この地球という惑星が

、主宰の威光の壮大さ、神性の統治の荘厳

さ、慈悲と叡智の完成を示す様相のもと、

主の命令によって太陽の周囲を巡り（第三

の書簡において説明されたように）、きわ

めて重大な奉仕のために、長大なる旅路へ

と送り出されていることを。 

それは、まるで主の船のように、驚異なる

神的被造物によって満たされ、知性を持つ

僕たちのためには、観覧の場ともいうべき

移動する住居としての姿を与えられている

。 

また、時刻と計算を知らせる時計の針のよ

うに、月もまた、精密なる計算と偉大なる

叡智によって、この地球に結び付けられ、

しかもその月には、別の軌道における別の

運行と旅路が与えられている。 

この祝福された惑星のこのような状態は、

地球そのものの重みをもつ証言によって、
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絶対的全能者の必然的存在と唯一性を証明

しているのである。 

この地球がこのようなものである以上、太

陽系全体についても、そこから推し量るこ

とができよう。 

さらに、太陽自身を、その軸の上で回転さ

せ、いわゆる引力と呼ばれる霊的な綱を巻

き取るための滑車や糸車のような役割を果

たさせること、そして、その霊的な綱によ

って惑星群を結びつけ、秩序づけること、

さらに太陽を、その全惑星と共に、一秒の

間に五時間分の距離を進むほどの速度で、

ある推定によれば「ヘルクレス座」の方向

、あるいは「太陽たちの太陽」の方角へと

進ませていること。 

これらすべては、永遠の始まりと終わりを

支配する威光の主の力と命令によるのであ

る。 

あたかも、その主宰の威厳を示すために、

命令に従う兵士たる太陽系の軍勢を用いて

、一つの壮大な演習を行わせているかのよ

うである。 

ああ、宇宙学者殿よ。いったい、どのよう

な偶然が、この営みに介入できるというの

か。いかなる原因の手が、ここに届きうる
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のか。いかなる力が、これに近づくことが

できるのか。さあ、汝自身が答えてみよ。 

このような威光の王が、自らの無力を示す

かのように、その王国に他者を介入させる

ことがありえようか。 

とりわけ、宇宙の果実であり、結果であり

、目的であり、精髄でもある生命ある存在

を、他者の手に委ねることがありえようか

。そこに他者の干渉を許すことがありえよ

うか。 

ましてや、その果実の中で最も包括的であ

り、その結果の中で最も完成され、地上の

代理者であり、その王の姿を映す客人でも

ある人間を、放置したままにすることがあ

りえようか。 

そして、人間を自然や偶然へと委ね、自ら

の統治の威厳を無に帰し、その完全なる叡

智を失墜させることがありえようか。 

 

第二十二の窓 
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われらは大地を寝床とし、山々を杭とし、

汝らを対として創造したのではないか。 

 アッラーの慈悲の痕跡を見よ。かれはいか

にして、大地をその死後に甦らせるかを。 

地球という球体は、一つの頭部のようなも

のであり、そこには十万の口が存在する。

そして、それぞれの口には十万の言語があ

り、それぞれの言語には十万の証明が存在

している。 

その一つ一つが、多方面にわたって、必然

的存在にして唯一なる方、万物に全能にし

て万物に全知なる威光の主の必然的存在、

その唯一性、その聖なる属性、そして最も

美しき御名を証言しているのである。 

実に、地球の創造の始まりを見れば、流動

する液状の物質から石が創られ、その石か

ら土壌が創造されたことがわかる。もしそ

れが液体のままであったならば、居住に適

さなかったであろう。また、その液体が石

となった後、鉄のように硬かったならば、

利用することができなかったであろう。 
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このような状態を与えたのは、地上の住民

たちの必要を見通す、叡智なる創造主の叡

智にほかならない。 

その後、土の層は山々という杭の上に置か

れた。これは、内部変動から生じる地震が

、山々によって呼吸され、地球がその運動

と役割から逸脱しないためである。また、

海による侵食から土地を守るためでもあり

、生命あるものの生存に必要な諸資源の宝

庫となるためでもある。 

さらに、大気を梳き、有害な気体を浄化し

て、呼吸に適したものとするためであり、

水を蓄え保持するためであり、生命に必要

な他の鉱物の源泉と基盤となるためでもあ

る。 

このような構造は、絶対的全能者、慈悲深

き叡智者の必然的存在と唯一性を、きわめ

て断固として力強く証言している。 

さて、地理学者殿よ。これをいったい何に

よって説明するというのか。 

どのような偶然が、この驚異なる被造物で

満たされた主の船を、一つの驚異の展示場

として、二万四千年の距離を一年のうちに

高速で回転させ、その表面に並べられたも
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のを、一つとして落とさないようにできる

というのか。 

さらに、地表における驚異的な芸術を見よ

。元素は、いかに叡智をもって任務を与え

られていることか。全能にして叡智なる存

在の命令によって、地上に住まうラフマー

ンの客人たちに対し、いかに美しく奉仕し

、その助けへと急いでいることか。 

さらに、驚異にして奇異なる芸術に満ちた

、この色彩豊かな地表の顔に描かれた文様

の線を見よ。いかにして、その住民たちの

ために、河川や小川、海や大河、山や丘を

、それぞれの被造物と僕たちにふさわしい

住処と交通手段として整えたことか。 

その後、数十万種の植物と無数の動物を、

完全なる叡智と秩序のもとに満たし、生命

を与え、地上を活気づけること、さらに時

折、秩序正しく死によって彼らを解任し、

空にした後、再び「死後の復活」のごとく

秩序正しく満たすこと。 

これらすべては、威光ある全能者、完成に

おいて叡智なる存在の必然的存在と唯一性

を、数十万の言語をもって証言しているの

である。 
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要するに、その表面が驚異なる芸術の展示

場であり、奇異なる被造物の集会場であり

、存在の隊列の通路であり、僕たちの列の

礼拝所であり住処でもあるこの地球は、宇

宙全体の心臓のようなものであるがゆえに

、宇宙そのものに匹敵するほどの唯一性の

光を示しているのである。 

さて、地理学者殿よ。この地球という頭部

が、十万の口を持ち、それぞれの口が十万

の言語をもってアッラーを知らせているに

もかかわらず、なお汝が彼を認識せず、頭

を自然という泥沼に突っ込んでいるのであ

れば、自らの罪深さの度合いを考えてみよ

。 

そして、いかに恐るべき刑罰に値するかを

知り、目覚めよ。そして、その頭を泥沼か

ら引き抜くがよい。 

 

と言え。 

 

第二十三の窓 

  

生命とは、主の力の奇跡の中でも最も光り

輝くものであり、最も美しきものである。
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また、それは唯一性の証明の中でも最も強

力にして最も明白なものであり、自存なる

御方の顕現を映す鏡の中でも、最も包括的

にして最も澄み渡ったものである。 

実に、生命は、それ単独で、生ける自存者

を、そのすべての御名と本質的働きと共に

示している。なぜなら、生命とは、多くの

属性が混合された一つの光、一つの霊薬の

ようなものだからである。 

七色が光の中に混ざり合い、さまざまな薬

効成分が霊薬の中に混合されているように

、生命もまた、多くの属性から成り立つ一

つの真理なのである。 

その真理の中に含まれる属性の一部は、感

覚を通じて展開し、顕現する。また、その

大部分は、感受という形で自らを感じさせ

、生命から湧き出ることによって自らを示

している。 

さらに生命は、宇宙の統御と運営を支配し

ている糧、慈悲、配慮、叡智を、その内に

含んでいる。まるで生命が、それらを背後

に従えて、自らの入る場所へ引き寄せるか

のようである。 

たとえば、生命が一つの身体に入る時、「

叡智なる者」の御名もまた顕現し、叡智を
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もって、その住処を美しく構築し、整える

。同時に、「寛大なる者」の御名も顕現し

、その住居を必要に応じて配置し、装飾す

る。 

さらに同時に、「慈悲深き者」の御名の顕

現も見られる。それは、その生命の持続と

完成のために、多様な恩恵によってそれを

慈しむからである。 

また同時に、「糧を与える者」の御名の顕

現も見られる。それは、その生命の存続と

発展に必要な物質的・霊的糧を供給し、そ

の一部を身体の内部に蓄えるからである。 

すなわち、生命とは、一つの焦点のような

ものであり、多様な属性がその中に入り込

み、互いに重なり合い、時には互いそのも

のとなるのである。 

まるで生命は、その全体において知であり

、同時に力であり、同時に叡智であり、慈

悲であるかのようである。 

このように、生命はその包括的本性ゆえに

、主の本質的働きを映し出す、自存性の鏡

となっている。 

この秘密ゆえに、生ける自存者にして必然

的存在なる方は、生命をきわめて豊富かつ

潤沢に創造し、広く撒き散らし、顕示され
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る。そして、あらゆる存在を生命の周囲に

集め、それに奉仕する者とされるのである

。 

なぜなら、生命の役割は偉大だからである

。実に、自存性の鏡となることは、容易な

ことではなく、ありふれた役割ではないの

である。 

さて、我々が眼前において常に見ている、

この数え切れぬほど次々に現れる新たな生

命、そして生命の根源と本体である魂が、

突如として無から存在へと呼び出され、送

り出されているという事実は、必然的存在

にして生ける自存者の必然的存在、その聖

なる属性、そして最も美しき御名を、きら

めきが太陽を示すように示している。 

太陽を認識せず、受け入れない者が、昼を

満たしている光そのものを否定せねばなら

なくなるように、生ける自存者、生命を与

え、死を与える唯一性の太陽を認めない者

は、地表を、否、過去と未来を満たしてい

る生命ある存在の実在そのものを否定せね

ばならなくなる。 

そして、その者は百倍も獣より低い存在へ

と堕ち、生命の位階から転落し、無生なる
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、最も愚かな無知者と化さねばならないの

である。 

 

第二十四の窓 

  

死は、生命と同じく、主宰性の証明である

。それは、きわめて強力な唯一性の証拠な

のである。 

 

この節が示すように、死とは、無、抹消、

消滅、虚無、あるいは行為者なき崩壊では

ない。むしろ、それは叡智ある行為者によ

る、奉仕からの解任であり、場所の移行で

あり、身体の交換であり、任務からの休息

であり、肉体という牢獄からの解放であり

、秩序だった叡智の働きなのである。この

ことは『第一の書簡』において示された。 

実に、地表に存在する被造物、生命あるも

の、そして生命に満ちた地表が、叡智なる

創造主の必然的存在と唯一性を証言してい

るように、それら生命あるものは、その死
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によって、永遠に生ける存在の永続性と唯

一性を証言している。 

第二十二の言葉において、死がきわめて強

力な唯一性の証明であり、永遠性の証拠で

あることが説明されているため、ここでは

その議論をそちらに委ね、ただ重要な一点

だけを述べよう。 

すなわち、生命ある存在が、その存在によ

って必然的存在の存在を示しているように

、それら生命ある存在は、その死によって

、永遠に生ける存在の永続性と唯一性を証

言しているのである。 

たとえば、地表というただ一つの生命ある

存在は、その秩序と状態によって創造主を

示している。そして、それが死ぬ時、すな

わち冬が白き経帷子によって地表を覆う時

、人間の視線はそこから逸らされる。 

あるいは、その視線は、去りゆく春という

棺の後を追って過去へ向かい、さらに広大

な光景を見ることになる。すなわち、一つ

一つが力の奇跡である、地表を満たした過

去の春たちが、これから訪れる新たな奇跡

としての春、生命に満ちた地表としての春

の到来を予感させ、その存在を証言してい

るのである。 
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それゆえ、それらは、きわめて広大な尺度

において、きわめて明白な仕方で、きわめ

て強力に、威光ある創造主、完成において

全能なる方、永遠に自存する方、永遠の太

陽の必然的存在、その唯一性、その存続と

永遠性を証言している。 

そして、その証明はあまりにも明白である

ため、人は否応なく、 

 

と言わざるを得なくなるのである。 

要するに、 

 

この奥義によれば、この生命に満ちた地表

は、一つの春において創造主を証言するだ

けでなく、その死によって、時間の過去と

未来という二つの翼に並ぶ力の奇跡へと視

線を向けさせるのである。 

一つの春の代わりに数千の春を示し、一つ

の奇跡の代わりに数千の力の奇跡を指し示

すのである。 

しかも、それら過去の春の一つ一つは、今

この春よりもさらに確固として証言してい

る。なぜなら、過去へ去ったそれらは、表
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面的原因と共に消え去り、その後に再び同

じようなものが現れたからである。 

すなわち、表面的原因など無に等しい。唯

一、威光ある全能者のみが、それらを創造

し、その叡智によって原因へと結び付けて

送り出していることを示しているのである

。 

また、未来に並ぶ生命ある地表たちは、さ

らに明白に証言している。なぜなら、それ

らは新たに、無から、虚無から創造され、

送り出され、地上に置かれ、役割を果たし

た後、再び去っていくからである。 

さて、自然に執着し、その泥沼に沈み溺れ

ようとしている無自覚者よ。過去と未来の

すべてに届く叡智と力を持つ霊的な手を有

していないものが、どうしてこの地球の生

命に介入できようか。 

汝のように、無の中の無にすぎぬ偶然や自

然が、これに介入できるというのか。 

もし救われたいならば、「自然とは、せい

ぜい神的力の記録帳にすぎない。偶然とは

、我々の無知を覆う、隠された神的叡智の

幕にすぎない」と言い、真理へ近づくがよ

い。 
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第二十五の窓 

ちょうど、打たれたものが、必ずそれを打

った者を示しているように、また、芸術的

作品が芸術家を必要とし、子が親を必要と

し、下位性が上位性を必然的に伴うように

、いわゆる「相対的事象」、すなわち互い

なしには存在しえない相対的属性と同様に

、この宇宙の個別的存在と全体構造に見ら

れる「可能性」もまた、「必然性」を示し

ている。 

さらに、それらすべてに見られる受動性は

、一つの行為を示している。また、それら

全体に見られる被造性は、創造性を示して

いる。そして、それら全体に見られる多数

性と複合性は、唯一性を必然的に要求して

いる。 

必然性、行為性、創造性、唯一性は、疑い

なく、また必然的に、可能的でも受動的で

も、多数的でも複合的でも、被造的でもな

い存在を必要としている。すなわち、それ

は、必然的存在であり、行為者であり、唯

一であり、創造主である存在である。 

ゆえに、疑いなく、宇宙全体に存在するす

べての可能性、すべての受動性、すべての

被造性、すべての多数性と複合性は、必然
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的存在にして、「望むままを行う者」、万

物の創造主、唯一にして単一なる御方を証

言しているのである。 

要するに、可能性から必然性が見え、受動

性から行為が見え、多数性から唯一性が見

えるように、これらの存在は、かの存在を

断固として示している。 

同様に、存在の上に見られる被造性や被扶

養性のような属性もまた、創造性や糧を与

える働きの存在を断固として示している。 

そして、これらの属性の存在は、必然的に

、また自明の理として、一人の創造者、一

人の糧を与える者、慈悲深き創造主の存在

を示している。 

すなわち、あらゆる存在は、自らが帯びる

数百のこの種の属性の言語をもって、必然

的存在なる御方の数百の最も美しき御名を

証言しているのである。 

もしこれらの証言が認められないのであれ

ば、存在に見られるこれらすべての属性を

否定しなければならなくなる。 
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第二十六の窓 

（注）この窓は普遍的なものではない。心

ある者、愛ある者に特有のものである。 

この宇宙の存在たちの表面において、絶え

ず新たに現れては去ってゆく美と麗しさは

、それらが永遠なる美の顕現の、一種の影

にすぎないことを示している。 

実に、川面に浮かぶ泡が輝いては消え、そ

の後から来るものが、去ったものと同じよ

うに再び輝くことによって、永遠なる太陽

の光線を映す鏡であることを示しているよ

うに、流れゆく時間の河の上で、移ろいゆ

く存在たちの上に輝く美の閃光もまた、永

遠なる美を指し示し、その一種の徴となっ

ているのである。 

さらに、宇宙の心臓に宿る真剣なる愛は、

永遠なる愛されし存在を示している。 

実に、木の本質に存在しないものが、その

果実に本質的な形で存在しないことが示し

ているように、宇宙という樹木の感受性あ

る果実である人間種に存在する、神的なる

ものへの真摯な愛は、宇宙全体にもまた、

別の形ではあるが、真実の愛と情愛が存在

していることを示している。 
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それゆえ、宇宙の心臓に存在するこの真実

の愛と情熱は、一人の永遠なる愛されし存

在を示しているのである。 

また、宇宙の胸の内に、多様な形で現れて

いる引き寄せ、陶酔、引力は、永遠なる魅

力の真理による引力によって生じているこ

とを、目覚めた心に示している。 

さらに、被造物の中でも最も繊細で光に満

ちた階層である、霊的直観と聖性の人々が

、一致して、味わいと直観に基づき、威光

と美を備えた御方の顕現に浴していること

、また、その威厳にして美なる御方が、自

らを知らしめ、愛されようとしていること

を、歓喜をもって知ったと一致して語って

いる。 

これもまた、必然的存在なる御方、美と威

厳を備えた御方の存在、そして人間に自ら

を知らしめようとされていることを、断固

として証言しているのである。 

さらに、宇宙の表面と存在の上で働いてい

る、美化と装飾の筆は、その筆を持つ御方

の御名の美しさを、明白に示している。 

このように、宇宙の表面にある美、その心

臓にある愛、その胸にある引き寄せ、その

眼にある直観と目撃、その姿にある麗しさ
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と装飾は、きわめて繊細で光り輝く一つの

窓を開いている。 

その窓によって、すべての美しき御名を持

つ、美と威厳の御方、永遠なる愛されし存

在、始まりなき崇拝される御方を、目覚め

た知性と心に示しているのである。 

さて、物質主義の闇、妄想の暗黒、息苦し

き疑念の中でもがいている無自覚者よ。目

を覚ませ。人間にふさわしい姿へと立ち上

がれ。 

この四つの孔から見つめよ。唯一性の美を

見よ。信仰の完成を得よ。そして真の人間

となれ。 

 

第二十七の窓 

  

宇宙において、「原因と結果」と見える事

物を観察するとき、我々は見る。最も高位

にある原因でさえ、最も些細な結果を生み

出す力を持っていないことを。すなわち、

原因とは一つの幕にすぎず、結果を創造し

ているのは別の存在なのである。 
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たとえば、無数の被造物の中から、ただ一

つの部分的な例として、人間の頭部の中に

、芥子粒ほどの場所に置かれている記憶力

を見よ。我々は見る。それが、まるで包括

的な一冊の書物、否、一つの図書館のよう

であり、人間の全生涯の出来事が、混乱な

くその中に記録されていることを。 

この力の奇跡を、いったいどのような原因

によって説明できるというのか。脳の襞に

よってか。単純で無意識な細胞の粒子によ

ってか。偶然の風によってか。 

しかるに、この驚異なる芸術は、人間が復

活の日に開かれる巨大な行為録から、清算

の時に想起されるために、自らの行為がす

べて記録されていることを知らせるべく、

一つの小さな写しを作り、それを書き記し

て、人間の理性の手に渡すような、叡智な

る創造主の芸術でしかありえないのである

。 

人間の記憶力を例として、すべての卵、核

、種子を考えてみよ。そして、これら包括

的な小さき奇跡に、他のすべての結果を照

らし合わせてみよ。 

なぜなら、どのような結果、どのような被

造物を見ても、その中には驚異的な芸術が
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存在しており、その平凡で単純な原因どこ

ろか、すべての原因が集まったとしても、

その前では無力を示さざるをえないからで

ある。 

たとえば、大いなる原因と見なされている

太陽を、老練で知性ある存在と仮定して、

それに「一匹の蝿を作ることができるか」

と尋ねたならば、必ずこう答えるであろう

。 

「私の創造主の恩寵によって、私の工房に

は光も、色彩も、熱も豊富にある。しかし

、蝿の身体には、目、耳、生命のようなも

のが存在する。それらは、私の工房には存

在せず、また私の力の範囲内にもない。」 

さらに、結果の中に見られる驚異的な芸術

と装飾は、原因を退け、原因の背後にいる

「諸原因の創造主」である必然的存在を指

し示し、 

 

この奥義によって、すべての事柄をかれへ

委ねている。 

同様に、結果に付随する成果、目的、利益

もまた、原因という幕の背後に、寛大なる
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主、慈悲深き叡智者の働きが存在すること

を、自明の理として示している。 

なぜなら、無意識な原因が、目的を考えて

働くことなどありえないからである。 

しかるに、我々は見る。創造されるあらゆ

る存在が、一つの目的のためではなく、多

くの目的、多くの利益、多くの叡智を追求

して存在へと至っていることを。 

ゆえに、叡智にして寛大なる主が、それら

を創造し送り出し、それらの利益を存在理

由として与えているのである。 

たとえば、雨が降る。雨を表面的に生み出

している原因が、動物たちを思いやり、彼

らに慈悲を抱くことから、どれほど遠い存

在であるかは明らかである。 

ゆえに、動物たちを創造し、その糧を保証

する慈悲深き創造主の叡智によって、助け

として送られているのである。それゆえに

、雨は「慈悲」と呼ばれる。なぜなら、多

くの慈悲の痕跡と利益を内包しているため

、まるで慈悲そのものが雨という形を取り

、滴となり、一滴一滴となって降ってきて

いるかのようだからである。 

また、あらゆる被造物の面に微笑みかける

、装飾に満ちたすべての植物と動物におけ
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る美しい装いと華麗なる顕現は、明白に、

不可視の幕の背後にあって、これらの美し

く飾られた芸術を通して御自身を知らしめ

、愛させ、認識させようとする威光ある御

方の必然的存在と唯一性とを示している。 

すなわち、諸存在における美しく飾られた

有様と華麗なる様相は、御自身を知らしめ

、愛させるという属性を、断固として示し

ている。そして、御自身を愛させ、知らし

めるというこれらの属性は、明白に、愛さ

れる御方にして知られる御方たる全能の創

造主の必然的存在と唯一性とを証言してい

るのである。 

要するに、原因は極めてありふれ、無力な

ものである一方、それに帰せられている結

果は極めて精巧で価値あるものである。そ

れゆえ、その結果の精巧さと価値は、原因

をその真の創造者たる地位から退けるので

ある。 

また、その結果が有する目的と利益も、無

知で無機的な諸原因を退け、それを叡智あ

る創造主の御手に委ねるのである。さらに

、その結果の表面に現れている装飾と巧み

なる技巧は、御自身の力を意識ある者たち

に知らしめようとし、御自身を愛させるこ
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とを望む、叡智ある創造主を指し示してい

る。 

おお、諸原因を崇拝する哀れなる者よ。こ

の三つの重大な真理を、汝はいったい何に

よって説明できるのか。いかにして自らを

欺くことができるのか。理性があるならば

、諸原因という幕を引き裂け。 

「唯一なる御方、かれに共同者なし」と言

え。 

そして、無数の妄念から解き放たれるがよ

い。 

 

第二十八の窓 

  

この宇宙を見れば、我々はそこに、身体の

細胞から始まり、宇宙全体にまで及ぶ叡智

と秩序を見る。 

身体の細胞を見れば、身体の利益を見守り

統御する一者の命令と法則によって、あの

微小な細胞の中にさえ、重大な統治が存在

していることが分かる。たとえば、食物の

一部が、必要な時のために脂肪として蓄え
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られるように、まさに同様の統御と蓄積が

、あの微細な細胞の中にも存在している。 

植物を見れば、きわめて叡智に満ちた養育

と統御を見る。動物を見れば、極限にまで

寛大な養育と糧の供給を見る。 

宇宙の巨大なる諸構成要素を見れば、重大

な目的のための、威厳に満ちた運行と照明

を見る。 

さらに、世界全体を見れば、それは秩序正

しい国家、都市、宮殿のごとく、高遠なる

叡智と重大な目的のために、完全なる配置

と秩序を備えていることが分かる。 

第三十二の言葉・第一の立場において説明

され証明されたように、微粒子から星々に

至るまで、微塵ほどの多神性の余地も存在

しない。なぜなら、それらは互いに霊的な

連関を持ち、全ての星々を従わせ、その掌

中に収めることのできぬ者は、一つの微粒

子に対してすら、自らの主宰を従わせるこ

とができないからである。 

一つの微粒子の真の主であるためには、す

べての星々の所有者でなければならない。 

また、第三十二の言葉・第二の立場におい

て説明され証明されたように、天を創造し
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整える力を持たぬ者は、人間の顔における

個別性を形成することはできない。 

すなわち、全天の主でない者は、一人の人

間の顔に刻まれた識別の印章たる、この天

上的文様を造ることはできないのである。 

これこそ、宇宙そのものほど巨大な一つの

窓である。この窓を通して見れば、 

 

この啓示句が、宇宙という書物の頁に、大

文字で記されていることを、理性の眼によ

っても見ることができるのである。 

ゆえに、これを見ぬ者は、理性を欠くか、

心を欠くか、あるいは人間の姿をした獣に

すぎぬのである。 

 

第二十九の窓 

  
 

ある春の季節、私は孤独に、思索を抱きつ

つ旅をしていた。丘の麓を通り過ぎる時、

一輪の鮮やかな黄色い花が目に留まった。
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それは、かつて故郷や他国で見た、同じ種

類の黄色い花々を思い起こさせた。 

その時、次のような意味が心に浮かんだ。 

この花が、誰かの房飾りであり、誰かの印

章であり、誰かの封印であり、誰かの文様

であるならば、地上全体に咲くこの種の花

々もまた、その方の封印であり、印章であ

るに違いない。 

この封印の想念の後に、さらに次のような

観念が訪れた。 

いかにも、封印を押された一通の手紙は、

その封印によって持ち主を示している。同

様に、この花もまた、一つの慈悲なる者の

的封印である。 

多様な文様と、意味に満ちた植物の行によ

って書き記されたこの丘もまた、この花の

創造主の手紙なのである。 

さらに、この丘そのものもまた、一つの封

印である。この荒野と平原は、一通のラフ

マーン的書簡の姿を帯びている。 

この観念から、次の真理が心に浮かんだ。 

すべての存在は、一つの主の封印のような

ものであり、万物を自らの創造主へ帰属さ
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せている。そして、自らが、その書き手の

手紙であることを証明している。 

すなわち、あらゆる存在は、一なる唯一者

へと万物を帰属させる、一つの唯一信仰の

窓なのである。 

ゆえに、すべての存在、とりわけ生命ある

ものの中には、その存在をこのように意味

深く刻み込んだ方だけが、万物を創造しう

るほどの、驚異的文様と奇跡的芸術が存在

している。そして、万物を創造する方のみ

が、必ずその一つをも創造しているのであ

る。 

したがって、万物を創造できぬ者は、ただ

一つの存在すら創造することはできない。 

さて、無自覚者よ。この宇宙の表面を見よ

。それは、互いの内に無数のサマド的書簡

を含む存在の頁であり、あらゆる書簡の上

には、無数の唯一性の印章が押されている

。 

これらすべての封印の証言を、いったい誰

が否定できようか。いかなる力が、それら

を沈黙させることができようか。 

心の耳をもって、そのどれに耳を傾けても

、 
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と語っているのを聞くであろう。 

 

第三十の窓 

  

この窓は、可能性と生成を基礎として論証

を行う、すべての神学者たちの窓であり、

必然的存在の証明へ至る大道である。 

その詳細については、『マワーキフ註釈』

や『マカースィド注釈』のような、探究者

たちの大著に委ねることとし、ここではた

だ、クルアーンの霊溢と、この窓から魂に

届いた一、二の光芒のみを示そう。 

いかにも、命令権と支配権の本質は、競合

者を認めず、共同支配を拒み、介入を排除

することである。 

それゆえ、小さな村に二人の村長がいれば

、その村の平穏と秩序は乱される。一つの

地方に二人の長官、一つの州に二人の総督

がいれば、混乱が生じる。一つの国家に二

人の王がいれば、嵐のような混沌が起こる

。 
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しかるに、支配と命令の影にすぎぬ、弱々

しい影、部分的な模像にすぎぬものですら

、助けを必要とする無力な人間の世界にお

いて、かくも競争者や敵対者や同類の介入

を認めないのであれば、絶対王権の形を取

る支配、そして主宰の位階における命令権

において、絶対的全能者における「介入排

除の法則」が、いかに根本的な仕方でその

効力を発揮しているかを推し量れ。 

すなわち、神性と主宰における、最も断固

として永続的な必然とは、唯一性と独一性

なのである。 

このことの明白なる証拠、決定的証人こそ

、宇宙における完全なる秩序と、最上の調

和である。 

蠅の羽から、天の灯火たる星々に至るまで

、そこには実に精妙なる秩序が存在してい

る。その前で理性は、驚嘆と賛美のあまり

、 

「スブハーナッラー（アッラーはいかに清

らかで至高なることか）、マーシャーアッ

ラー（アッラーの御望みのままに）、バー

ラカッラー（アッラーの祝福あれ）」 

と言って、ひれ伏すのである。 
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もし微塵ほどでも共同者の入り込む余地が

あり、介入が存在したならば、 

 

この尊き啓示句の示すとおり、秩序は崩れ

、形態は変わり、腐敗の痕跡が現れていた

であろう。 

しかるに、 

 

この啓示の示すとおり、人間の視線が欠陥

を探し求めてどれほど努力しても、どこに

も欠陥を見出せず、疲れ果てたまま、その

帰着点である眼へ戻り、そして自らを送り

出した批判的理性に向かって、 

「無駄に疲れただけであった。欠陥は存在

しない」 

と言わざるをえないのである。 

これによって示されるのは、秩序と整合が

、極限まで完全であるということである。 

すなわち、宇宙の秩序は、唯一性の断固た

る証人なのである。 

さて、「生成」の議論に移ろう。神学者た

ちは次のように述べた。 
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「世界は変化する。変化するものはすべて

生成したものである。そして、あらゆる生

成したものには、それを生成させた存在、

すなわち創造者が存在する。ゆえに、この

宇宙には永遠なる創造者が存在する。」 

我々もまた言う。まことに宇宙は生成した

ものである。なぜなら、我々は見ているか

らである。あらゆる時代に、否、あらゆる

年に、否、あらゆる季節に、一つの宇宙、

一つの世界が去り、別のものが到来するこ

とを。 

すなわち、威光ある全能者が存在し、この

宇宙を無から創造し、毎年、否、毎季節、

否、毎日、新たな宇宙を創造して、知性あ

る者たちに示し、その後それを取り去り、

別のものをもたらしているのである。そし

て、それらを鎖のようにつなぎ、時間とい

う帯の上に掛けているのである。 

実に、この世界の中で、更新される一つ一

つの宇宙のような存在である毎春、我々の

目の前に無から現れ、そして去っていく宇

宙は、全能者の力の奇跡なのである。 

そして、この世界の中で絶えず世界を創造

し、変化させるその存在こそ、必ずやこの

宇宙をも創造したのであり、この世界と地
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表とを、その偉大なる客人たちのための宿

として造ったのである。 

次に、「可能性」の議論に移ろう。神学者

たちは次のように述べた。 

「可能的存在とは、存在と非存在の双方が

等価である状態をいう。すなわち、存在し

てもよく、存在しなくてもよい。ゆえに、

それを特定し、選び出し、存在へ導く者が

必要となる。なぜなら、可能的存在は互い

に創造し合うことによって無限連鎖を形成

することはできず、また、互いに創造し合

って循環することもできない。したがって

、これらを創造する必然的存在が存在する

。」 

彼らは、循環と無限連鎖を否定する十二の

有名な決定的論証によって、「循環」を無

効とし、「無限後退」を不可能であると示

した。その論証群は、「玉座的論証」や「

階梯的論証」などの名称で呼ばれている。

そして原因の連鎖を断ち切ることによって

、必然的存在の存在を証明したのである。 

我々もまた言う。原因が、無限連鎖を否定

する論証によって宇宙の果てで断ち切られ

ることを示すよりも、あらゆる存在の中に

、「万物の創造主」に固有の印章を見出す
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方が、より断固としており、より容易であ

る。 

クルアーンの霊的恩沢によって、すべての

「窓」と、すべての「言葉」は、この原理

に基づいて進められてきた。 

とはいえ、「可能性」の論点には、無限の

広がりがある。それは無限の方向から、必

然的存在の存在を示している。神学者たち

の「無限連鎖の断絶」という道、実に広大

で壮麗なるその大道だけに限定されるもの

ではない。むしろ、数え切れぬほど多くの

道によって、必然的存在の認識へと開かれ

ているのである。 

すなわち、あらゆる存在は、その存在にお

いて、その属性において、その存続期間に

おいて、無限の可能性、すなわち数え切れ

ぬほど多くの方向と在り方の間で揺れ動い

ている。 

しかるに、我々は見る。その無限の可能性

の中から、存在として秩序ある一つの道が

選ばれていることを。また、それぞれの属

性が、固有の仕方で与えられていることを

。そして、その存続期間において変化する

すべての属性と状態もまた、このような特

定によって与えられていることを。 
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すなわち、それは、特定する者の意志によ

って、選び出す者の選択によって、叡智あ

る創造者の創造によってこそ、無限の道の

中から叡智に満ちた一つの道へと導かれ、

秩序ある属性と状態を与えられているので

ある。 

その後、その存在は単独性から引き出され

、一つの複合体の一部分とされる。すると

可能性はさらに増大する。なぜなら、その

複合体の中では、数千通りの在り方があり

うるからである。 

しかるに、その無限ともいえる状態の中か

ら、結果を伴う特定の位置が与えられ、重

要な成果と利益、その複合体における役割

を果たさせられている。 

さらに、その複合体自体もまた、別の複合

体の一部分とされる。すると可能性はさら

に増大する。なぜなら、そこでもまた数千

通りの在り方がありうるからである。 

しかるに、その数千の可能性の中から、た

だ一つの状態が与えられている。そして、

その状態によって重要な役割が果たされて

いるのである。 

このように進むにつれて、ますます断固と

して、叡智ある統御者の必然的存在が示さ
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れていく。そして、それが全知なる命令者

の命令によって導かれていることを告げ知

らせるのである。 

物体の中に物体があり、その内部に部分が

入り込みながら続いていく、これらすべて

の複合体においては、ちょうど一人の兵士

が、小隊、中隊、大隊、連隊、師団、軍隊

という互いに重なり合う組織のそれぞれに

おいて、固有の任務、叡智ある関係、秩序

だった奉仕を持っているようなものである

。 

また、汝の瞳の中にある一つの細胞にも、

眼球の中における固有の関係と役割がある

。さらに、それは、汝の頭部全体との関係

においても、叡智に満ちた役割と奉仕を担

っている。もし微塵でも誤れば、身体の健

康と統御は崩れてしまう。 

さらに、その細胞には、血管に対する役割

、感覚神経や運動神経に対する役割、さら

には身体全体との関係における、固有の任

務と叡智ある配置が存在している。 

数千もの可能性の中から、叡智ある創造主

の叡智によって、その特定の位置が与えら

れているのである。 
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同様に、この宇宙に存在するすべての被造

物は、それぞれが、その本体によって、そ

の属性によって、無数の可能性の道の中か

ら、固有の存在、叡智に満ちた形態、有益

なる属性を与えられている。そのことによ

って、必然的存在を証言している。 

さらに、それらが複合体の中へ組み込まれ

る時、それぞれの複合体の中で、また別の

言語によって、その創造主を宣言するので

ある。 

そして次第に、最も巨大な複合体に至るま

で、その関係、役割、奉仕という観点から

、叡智ある創造主の必然的存在、その選択

、その意志を証言する。 

なぜなら、一つの存在を、あらゆる複合体

との叡智に満ちた関係を保ちながら配置で

きる者は、それらすべての複合体の創造主

でありうるからである。 

すなわち、一つの存在は、数千の言語によ

って、その存在を証言していることになる

。 

実に、宇宙の被造物の数だけではなく、む

しろ被造物の属性と複合体の数だけ、「可

能性」という観点から、必然的存在の存在

に対する証言が到来しているのである。 
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さて、無自覚者よ。宇宙を満たしているこ

れらの証言、これらの声を聞かぬとは、ど

れほど耳が塞がれ、理性を失っていなけれ

ばならぬことか。 

さあ、汝自身が答えるがよい。 

 

第三十一の窓 

  

この窓は、人間の窓であり、内面的世界に

属する窓である。そして、この内面的側面

における詳細については、数千に及ぶ探究

的聖者たちの詳細な書物に委ね、ここでは

ただ、クルアーンの恩沢から受け取った幾

つかの根本のみを示そう。 

すなわち、第二十一の言葉において説明さ

れたように、 

「人間とは、包括的な一つの縮図であり、

アッラーは御自身のすべての御名を、人間

自身を通して人間に感得させている。」 

その詳細については他の「言葉」に委ね、

ここでは三つの点のみを示す。 
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第一の点 

人間は、三つの側面において、神の御名を

映す鏡である。 

第一の様相は次の通りである。 

夜の闇が光を示すように、人間もまた、自

らの弱さと無力さ、貧しさと必要、欠陥と

不足によって、威光ある全能者の力、強さ

、豊かさ、慈悲を示している。そして同様

に、多くの神的属性に対して、この仕方で

鏡となっているのである。 

実に、人間は、自らの無限の無力さと極度

の弱さの中で、無数の敵に対抗するための

支えを求めることによって、その良心が常

に必然的存在へと向かう。 

また、人間は、その無限の貧しさと必要の

中で、無限の目的に対して助けを求める拠

点を探さざるを得ないため、その良心は常

に、豊かにして慈悲深き存在の御前へと寄

りかかり、祈りによって両手を差し伸べる

のである。 

すなわち、あらゆる良心の中には、この「

支えを求める点」と「助けを求める点」と

いう二つの小さな窓が存在し、それらは全

能にして慈悲深き存在の慈悲の御前へと開

かれている。そして人間は、常にそれによ
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ってかれを見つめることができるのである

。 

第二の鏡としての側面は次の通りである。 

人間に与えられた、部分的な知識、力、視

覚、聴覚、所有、統治といった諸能力は、

一つの見本として、宇宙の主の知識、力、

視覚、聴覚、主宰としての統治を映し出す

鏡となっている。そして、それらを理解し

、伝えているのである。 

たとえば、私はこの家をどのように建てた

かを知り、それを見ており、その所有者で

あり、それを管理している。 

同様に、この巨大な宇宙という宮殿にも、

一人の建築者が存在する。その建築者は、

それを知り、見て、造り、統治しているの

である。その他もまた同様である。 

第三の鏡としての側面は次の通りである。 

人間は、その上に刻まれている神の御名の

紋様を映し出す鏡である。 

第三十二の言葉・第三の立場の冒頭で、わ

ずかに説明されたように、人間の包括的本

性の中には、七十を超える神の御名の紋様

が顕れている。 
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たとえば、その創造そのものから、「造形

者」や「創造主」の御名を示し、その最も

美しき形態から、「慈悲あまねき者」や「

慈愛深き者」の御名を示し、その美しき養

育から、「寛大なる者」や「繊細なる恩寵

者」の御名を示している。 

その他もまた同様である。 

人間は、そのすべての器官と機能、その装

置と四肢、その精妙な能力と精神性、その

感覚と知覚によって、それぞれ異なる御名

の、異なる紋様を示しているのである。 

すなわち、御名の中に「至高の御名」が存

在するように、その御名の紋様の中にもま

た「至高の紋様」が存在する。そして、そ

れこそが人間なのである。 

おお、自らを人間であると知る人間よ。己

自身を読め。 

さもなくば、動物や無機物のような存在と

しての人間になってしまうおそれがある。 

第二の点 

これは、「唯一性」の重大なる神秘を指し

示している。 

すなわち、人間の魂が、その身体全体に対

していかなる関係を持っているかを見よ。
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魂は、身体のすべての器官と部分とを互い

に助け合わせている。 

すなわち、神の意志の顕現である創造的命

令、そしてその命令に外的存在を与えられ

た命令的法則、さらに主からの精妙なる存

在である魂は、それらを統御するにあたり

、各部分の内なる声を感じ取り、その必要

を見分ける際、互いに妨げ合うことも、魂

を混乱させることもない。 

魂にとって、遠いものと近いものは同じで

ある。互いに遮蔽物とはならない。 

もし望むならば、多くの器官を、一つの器

官の援助のために送り出すこともできる。

また、身体のあらゆる部分によって知り、

感じ、統御することもできる。 

さらに、もし大いなる光明性を獲得すれば

、身体のあらゆる部分によって見、聞くこ

とさえできる。 

同様に、 

 

実に、アッラーの命令の法則の一つである

魂が、小宇宙たる人間の身体とその器官に

おいて、このような状態を示しているので

あれば、大宇宙たるこの宇宙において、必
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然的存在であるアッラーの普遍的意志と絶

対的力に対して、無数の行為、無数の声、

無数の祈り、無数の働きが、いかなる意味

においても重荷となることはなく、互いに

妨げ合うこともない。 

それらは、威光ある創造主を忙殺すること

も、混乱させることもない。 

かれは、すべてを同時に見、すべての声を

同時に聞く。 

近いものも遠いものも同じである。 

もし望むならば、すべてを一つの存在の援

助のために送り出すこともできる。 

また、あらゆるものによって、あらゆるも

のを見、あらゆる声を聞き、あらゆるもの

によって、あらゆるものを知るのである。

その他もまた同様である。 

第三の点 

生命には、極めて重大な本質と、重要なる

役割が存在する。 

しかし、その議論については、「生命の窓

」および『第二十の書簡』第八の言葉にお

いて詳細に述べられているため、そこへ委

ねることとし、ここではただ次のことのみ

を注意として示そう。 
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生命の中で、感覚として沸き立つ混合され

た紋様は、多くの神の御名と、本質的諸作

用を指し示している。 

そして極めて明白な形で、「永生にして自

存なる御方」の本質的諸作用を映し出す鏡

となっている。 

この神秘の説明については、まだアッラー

を知らぬ者たち、あるいは完全には確信し

ていない者たちに対して語る時ではないた

め、ここで扉を閉じることとする。 

 

第三十二の窓 

 

 

この窓は、使徒性という天空の太陽、否、

諸太陽の太陽たる、預言者ムハンマド  عليه

 。の窓である الصلاة والسلام

この極めて輝かしく、極めて巨大で、極め

て光に満ちた窓が、第三十一の言葉である
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『昇天の書』、第十九の言葉である『ムハ

ンマドの預言性 عليه الصلاة والسلام の書』、そ

して十九の徴を含む『第十九の書簡』にお

いて、いかに光明に満ち、明白であるかが

証明されているため、ここではそれらの「

言葉」と「書簡」、そして『第十九の書簡

』の第十九の徴を想起するに留め、その説

明をそこへ委ねて、ただ次のことのみを述

べよう。 

唯一性の「語る証明」である、ムハンマド

的存在 عليه الصلاة والسلام は、使徒性と聖者性

という二つの翼によって、すなわち、自ら

以前のすべての預言者たちの集団的伝承に

よる一致と、自ら以後のすべての聖者たち

と真理探究者たちの一致した伝承を包含す

る力によって、その生涯全体において、全

力をもって唯一性を示し、それを宣言した

のである。 

そして、イスラーム世界のように広大で、

輝かしく、光に満ちた窓を、アッラー認識

へ向かって開いたのである。 

イマーム・ガザーリー、イマーム・ラッバ

ーニー、ムフィッディーン・イブン・アラ

ビー 、アブドゥルカーディル・ギーラーニ

ーのような、数百万に及ぶ真理探究者たち
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と誠実なる者たちは、この窓から見つめ、

また他者にもそれを示してきたのである。 

さて、このような窓を閉ざしうる幕など存

在するであろうか。 

また、この窓から見ようとせず、それを非

難する者に、果たして理性があると言える

であろうか。 

さあ、汝自身が答えるがよい。 

 

第三十三の窓 

  

これまでのすべての窓は、クルアーンとい

う海からの幾つかの雫にすぎないと考えよ

。 

そうすれば、クルアーンの中に、生命の水

にも等しい唯一性の光が、いかに無数に存

在しているかを推し量ることができるであ

ろう。 

しかるに、これらすべての窓の源泉であり

、鉱脈であり、根源であるクルアーンを、
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たとえ極めて簡潔に、極めて素朴な仕方で

見つめるだけであっても、それなお極めて

輝かしく、光に満ちた、包括的な一つの窓

なのである。 

その窓が、いかに断固としており、輝かし

く、光明に満ちているかについては、第二

十五の言葉である『クルアーンの奇跡性の

書』、および『第十九の書簡』第十八の徴

に委ねる。 

そして、我々は、クルアーンを我々へ送ら

れた威光ある御方の「慈悲の玉座」に祈願

して言う。 
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結語 

この三十三の窓を有する『第三十三の書簡

』は、信仰を持たぬ者を、インシャーアッ

ラー、信仰へ導くであろう。 

信仰の弱き者の信仰を強めるであろう。 

強固ではあるが模倣的な信仰を持つ者の信

仰を、確証に基づく信仰へ変えるであろう

。 

確証に基づく信仰を持つ者の信仰を、さら

に広げるであろう。 

そして、その信仰が広がった者には、真実

なるすべての完成の基盤であり根源である

「アッラーの認識」における進歩を与え、

より光に満ちた、より輝かしい景観を開示

するであろう。 

それゆえ、「一つの窓だけで十分である」

と言うことはできない。 

なぜなら、もし汝の理性が満足し、その取

り分を得たとしても、心もまた自らの取り

分を求めるからである。魂もまた、自らの

取り分を求める。 

さらに、想像力ですら、その光から自らの

取り分を求めるであろう。 
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ゆえに、それぞれの窓には、それぞれ異な

る益が存在するのである。 

『昇天の書』において、本来の語りかけの

対象は信仰者であり、不信者は第二次的に

聞く立場にあった。 

しかし、この書簡においては、語りかけの

対象は否定者であり、信仰者は聞く立場に

置かれている。 

このことを理解し、そのようにして読むべ

きである。 

しかしながら、残念なことに、ある重大な

事情のため、この書簡は極めて急いで書か

れた。しかも、なお草稿の状態のまま残さ

れている。 

したがって、私自身に属する表現の仕方に

は、混乱や欠点が存在するであろう。 

ゆえに、兄弟たちには、寛容の眼差しをも

ってこれを読み、もし可能であれば訂正を

加え、そして赦しをもって私のために祈っ

てくれることを願う。 
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